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ブート整合性の可視性について
ブート整合性の可視性によって、シスコのプラットフォーム IDとソフトウェアの整合性情報
が可視化され、実用可能になります。プラットフォーム IDは、プラットフォームの製造元で
インストールされた IDを提供します。ソフトウェアの整合性ではブート整合性の測定値が明
らかになり、それを使用してプラットフォームが信頼できるコードを起動しているかどうかを

評価できます。

ブートプロセス中に、ソフトウェアはブートローダーアクティビティの各ステージのチェック

サムレコードを作成します。

このレコードを取得して、シスコ認定レコードと比較し、ソフトウェアイメージが正規かどう

かを確認できます。チェックサム値が一致していない場合は、シスコによって認定されていな

い、または未承認パーティによって改ざんされているソフトウェアイメージを実行している可

能性があります。

ソフトウェアイメージとハードウェアの確認
このタスクでは、スイッチの起動時に作成されたチェックサムレコードを取得する方法につい

て説明します。特権 EXECモードで次のコマンドを入力します。
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次のコマンドを実行した後で、メッセージ% Please Try After Few Secondsが CLIに表示され
ることがあります。これはCLIの障害を示すものではありませんが、必要な出力を取得するた
めに必要な基盤となるインフラストラクチャの設定を示します。数分間待機して、コマンドを

再度試すことをお勧めします。

（注）

メッセージ% Error retrieving SUDI certificateおよび% Error retrieving integrity data は、実
際の CLI障害を示します。

手順

目的コマンドまたはアクション

特定の SUDIのチェックサムレコード
を表示します。

show platform sudi certificate [sign
[nonce nonce]]

例：

ステップ 1

•（オプション）sign：署名を示しま
す

Device# show platform sudi certificate
sign nonce 123 •（オプション）nonce：ナンス値を

入力します

ブート段階のチェックサムレコードを

表示します。

show platform integrity [sign [nonce
nonce]]

例：

ステップ 2

•（オプション）sign：署名を示しま
す

Device# show platform integrity sign
nonce 123 •（オプション）nonce：ナンス値を

入力します

プラットフォーム IDとソフトウェア整合性の確認

プラットフォーム IDの確認

次に、PEM形式でセキュアな固有デバイス識別子（SUDI）チェーンを表示する例を示します。
SUDIにエンコードされるのは、個々のデバイスの製品 IDとシリアル番号であり、何千ものデ
バイスからなるネットワーク上でデバイスを一意に識別できます。最初の証明書は Cisco Root
CA 2048で、2番目はシスコの下位 CA（ACT2 SUDI CA）です。どちらの証明書も、
https://www.cisco.com/security/pki/で公開されているものと一致しているかを確認できます。3
番目は SUDI証明書です。
Device# show platform sudi certificate sign nonce 123
-----BEGIN CERTIFICATE-----
MIIDQzCCAiugAwIBAgIQX/h7KCtU3I1CoxW1aMmt/zANBgkqhkiG9w0BAQUFADA1
MRYwFAYDVQQKEw1DaXNjbyBTeXN0ZW1zMRswGQYDVQQDExJDaXNjbyBSb290IENB
IDIwNDgwHhcNMDQwNTE0MjAxNzEyWhcNMjkwNTE0MjAyNTQyWjA1MRYwFAYDVQQK
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-----END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE----------END CERTIFICATE-----
-----BEGIN CERTIFICATE----------END CERTIFICATE-----

Signature version: 1
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Signature:


オプションのRSA 2048署名は、3つの証明書、署名のバージョンおよびユーザにより
提供されるナンスに対するものです。

RSA PKCS#1v1.5 Sign {<Nonce (UINT64)> || <Signature Version (UINT32)> || <Cisco Root CA
2048 cert (DER)> ||
<Cisco subordinate CA (DER)> || <SUDI certificate (DER)> }

シスコの管理ソリューションには、上記の出力を解釈する機能が装備されています。

しかし、OpenSSLコマンドを使用した簡単なスクリプトを使用してプラットフォーム
の IDを表示して署名を確認することもでき、それによってシスコの一意のデバイス
IDを確保できます。
[linux-host:~]openssl x509 -in sudicert.pem -subject -noout
subject= /serialNumber=PID:C9200L-24T-4G SN:FDO1946BG05/O=Cisco/OU=ACT-2 Lite
SUDI/CN=C9200L-24T-4G

ソフトウェア整合性の確認

次に、ブート段階のチェックサムレコードを表示する例を示します。ハッシュ測定値は、連続

してブートされたソフトウェアの 3つの段階それぞれについて表示されます。これらのハッ
シュをシスコが提供する基準値と比較できます。出力に署名するオプションを使用すると、出

力は正規であり改ざんされていないことを保証する機能が検証ツールに付与されます。リプレ

イ攻撃から保護するために、ナンスを提供できます。

ブート整合性ハッシュはMD5ハッシュではありません。たとえば、バンドルファイルに対し
て verify /md5 cat9k_iosxe.16.10.01.SPA.binコマンドを実行すると、ハッシュは一致しません。

（注）

次に、インストールモードでの show platform integrity sign nonce 123コマンドの出力例を示し
ます。この出力には、インストールされている各パッケージファイルの測定値が含まれます。

Device#show platform integrity sign nonce 123
Platform: C9200L-24T-4G
Boot 0 Version: SBOOT0.v27
Boot 0 Hash:
EE98DCD0D6AEA85C8891039F649664FCC3CF709CCFC7A6F248C9D5BA8463528F
Boot Loader Version: System Bootstrap, Version 10.2, DEVELOPMENT SOFTWARE
Boot Loader Hash:
9220B87E7A153A79EB9AE37311A1FDE2313C9996F21032F8A1E7EF4935D3E7427657E4CDEE537E7B3C50E84121C00BD2D556786A4EE155D3C0AFF67F63F1A69B
OS Version: 16.10.01
OS Hashes:
cat9k_lite-rpbase.16.10.01.SPA.pkg :
D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0
cat9k_lite-rpboot.16.10.01.SPA.pkg :
AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057
cat9k_lite-srdriver.16.10.01.SPA.pkg :
4FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E211
cat9k_lite-webui.16.10.01.SPA.pkg :
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CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7
cat9k-wlc.16.10.01.SPA.pkg :
AA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCA
PCR0: 750E5D2EDAE6E3A68050638E0BFD8619BE4EA13066025D39DF79408719F5177E
PCR8: EB6E739A63F53E703B6CDAF3F6188833CEF6D32E2F726006B9AA34E1E73048C4
Signature version: 1
Signature:


次に、バンドルモードでの show platform integrity sign nonce 123コマンドの出力例を示しま
す。この出力には、バンドルファイルとインストールされている各パッケージの測定値が含ま

れます。

Device# show platform integrity sign nonce 123
Platform: C9200L-24T-4G
Boot 0 Version: SBOOT0.v27
Boot 0 Hash:
EE98DCD0D6AEA85C8891039F649664FCC3CF709CCFC7A6F248C9D5BA8463528F
Boot Loader Version: System Bootstrap, Version 10.2, DEVELOPMENT SOFTWARE
Boot Loader Hash:
9220B87E7A153A79EB9AE37311A1FDE2313C9996F21032F8A1E7EF4935D3E7427657E4CDEE537E7B3C50E84121C00BD2D556786A4EE155D3C0AFF67F63F1A69B
OS Version: 16.10.01
OS Hashes:
cat9k_lite_iosxe.16.10.01.SPA.bin :
F4CAD08BE1EF841C3A2E3ED8540829F08F3CBA9336F38E45669D4D8B15AD15E365B922AC8B4DC0D5B63E2806D6A1BDAB7839DD9DC8CD7E366A49ED648C113440
cat9k_lite-rpbase.16.10.01.SPA.pkg :
D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0
cat9k_lite-rpboot.16.10.01.SPA.pkg :
AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057
cat9k_lite-srdriver.16.10.01.SPA.pkg :
4FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E211
cat9k_lite-webui.16.10.01.SPA.pkg :
CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7
cat9k-wlc.16.10.01.SPA.pkg :
AA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFDB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCAAA7ED0AE935CB0BD84E0D0D155C1DEFB03EB0C64057AD6A9673E2114FA7CCCA
PCR0: 750E5D2EDAE6E3A68050638E0BFD8619BE4EA13066025D39DF79408719F5177E
PCR8: EB6E739A63F53E703B6CDAF3F6188833CEF6D32E2F726006B9AA34E1E73048C4
Signature version: 1
Signature:


ブート整合性の可視性

5

ブート整合性の可視性

プラットフォーム IDとソフトウェア整合性の確認



ブート整合性の可視性に関する追加情報

関連資料

マニュアルタイトル関連項目

Command Reference (Catalyst 9200 Series Switches)この章で使用するコマンドの完全な構文お

よび使用方法の詳細。

ブート整合性の可視性の機能履歴
次の表に、このモジュールで説明する機能のリリースおよび関連情報を示します。

これらの機能は、特に明記されていない限り、導入されたリリース以降のすべてのリリースで

使用できます。

機能情報機能リリース

ブート整合性の可視性によって、シスコの

プラットフォーム IDとソフトウェアの整合
性情報が可視化され、実用可能になります。

プラットフォーム IDは、プラットフォーム
の製造元でインストールされた IDを提供し
ます。

ブート整合性の可視

性

Cisco IOS XE Fuji 16.9.2

Cisco FeatureNavigatorを使用すると、プラットフォームおよびソフトウェアイメージのサポー
ト情報を検索できます。Cisco Feature Navigatorには、http://www.cisco.com/go/cfnからアクセス
します。
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


